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【 目 的 】 平 成 20 年 度 よ り 当 協 会 で 実 施 し た 特

定 保 健 指 導 に お い て 、 積 極 的 支 援 利 用 者 （ 以

下 、 利 用 者 ） の 評 価 を 行 う 機 会 を 得 た の で 、

利 用 者 の 行 動 変 容 に つ い て 検 討 を 加 え 報 告 す

る 。  

【 方 法 】 対 象 は 平 成 20 年 4 月 以 降 に 、 当 協 会

の 特 定 保 健 指 導 （ 積 極 的 支 援 ） を 利 用 し 、 6

か 月 後 に 評 価 を 行 っ た 105 名 の う ち 体 重 減 少

が 認 め ら れ た 76 名 、 体 重 が 増 加 し た 28 名 、 計

104 名 と し た 。 行 動 変 容 に つ い て は 、 特 定 保

健 指 導 開 始 （ 以 下 、 開 始 ） 時 、 中 間 評 価 （ 以
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下 、 中 間 ） 時 、 最 終 評 価 （ 以 下 、 最 終 ） 時 に

行 う ア ン ケ ー ト 調 査 の 質 問 項 目 を 当 協 会 の 基

準 で ポ イ ン ト 化 す る こ と に よ り 評 価 し た 。  

【 結 果 】 体 重 が 減 少 し た グ ル ー プ で は 、 開 始

時 の 意 識 は 低 か っ た が 、 中 間 か ら 最 終 に か け

て ポ イ ン ト の 上 昇 が 認 め ら れ 、 運 動 及 び 栄 養

プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 継 続 し て い る 。 特 に 体 重

が 減 少 し た グ ル ー プ の 中 で も 、 目 標 体 重 を 達

成 し た グ ル ー プ 12 名 に つ い て は 、 開 始 時 、 低

か っ た 意 識 に も か か わ ら ず 、 中 間 以 降 で ポ イ

ン ト が 上 昇 し 、 運 動 プ ロ グ ラ ム を 継 続 し て い

る 者 が 中 間 で 10 名 （ 83% ） 、 最 終 で 9 名

（ 75% ） い た 。 栄 養 プ ロ グ ラ ム を 継 続 し て い

る 者 は 中 間 、 最 終 共 に 12 名 （ 100% ） で あ っ

た 。 体 重 が 増 加 し た グ ル ー プ で は 、 開 始 時 の

意 識 は そ れ ほ ど 低 く な か っ た の に 、 中 間 以 降

も 意 識 が 変 わ ら ず 、 運 動 、 栄 養 プ ロ グ ラ ム を

継 続 で き な か っ た 者 が 見 受 け ら れ た 。  

【 考 察 】 目 標 体 重 を 達 成 で き た グ ル ー プ は 、

運 動 及 び 栄 養 プ ロ グ ラ ム を 継 続 す る こ と に よ
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り 成 果 を 得 た 。 こ れ は 、 当 協 会 の 特 定 保 健 指

導 プ ロ グ ラ ム が 有 効 で あ っ た こ と を 示 し て い

る 。 一 方 、 体 重 が 増 加 し た グ ル ー プ で は 、 栄

養 に 比 べ 運 動 プ ロ グ ラ ム を 継 続 で き な い 者 が

多 か っ た 。 運 動 に 関 し て は 、 開 始 時 か ら 中 間

時 に か け て ほ と ん ど ポ イ ン ト の 変 化 が 見 ら れ

ず 、 最 終 時 に は 開 始 時 の 状 態 に 戻 っ て い た 。

開 始 時 よ り 継 続 し て 意 識 が 高 か っ た 者 が 必 ず

し も 良 い 結 果 に 結 び つ く と は 限 ら ず 、 支 援 プ

ロ グ ラ ム に よ り 意 識 を 向 上 さ せ た 者 ほ ど 成 果

を あ げ る こ と が で き た 。  

【 ま と め 】 利 用 者 の 意 識 向 上 を 図 る に は 、 現

状 の 問 題 点 へ の 気 づ き を 促 し 、 モ チ ベ ー シ ョ

ン を 維 持 で き る 支 援 プ ロ グ ラ ム の 提 供 が 重 要

で あ る 。 ま た 、 そ れ ら を 提 供 す る 指 導 者 側 に

お い て は 、 的 確 な 提 供 用 情 報 の 習 得 及 び コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 法 等 の ス キ ル ア ッ プ も 必 要

で あ る 。  

 


